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主論文  

A single-institution study on predictors of short-term progression from mild 

cognitive impairment in Parkinson's disease to Parkinson's disease with dementia 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、軽度認知障害を伴うパーキンソン病（PD-MCI）の患者が、認知症を伴うパー

キンソン病（PDD）に進行する際の予測因子を特定するために行われた1.5年間の単施設縦

断研究である。多重ロジスティック回帰分析によって進行群と非進行群のオッズ比を求め、

PD-MCIからPDDに進行する際の予測因子として以下の3点を特定した。MMSEで評価した認知

機能、Light-headedness（立ちくらみ感）、衝動制御障害（ICDs）。特にlight-headedness

は問診で明らかにできる可能性があり、日常臨床における有用性が強調されている。本研

究はPD-MCIがPDDに進行する際の予測因子として記述の点を縦断研究で明らかにした世界

で最初のレポートであり、極めて重要な臨床的意義をもつと考えられる。 


